
学校番号 ２０３ 

 

令和８年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
英語コミュニケーション

Ⅰ 
３ 第１学年 

BLUE MARBLE ENGLISH 

COMMUNICATION I（数研

出版） 

BLUE MARBLE ENGLISH 

COMMUNICATION I ワー

クブック（数研出版） 

Hyper Listening Elementary

（桐原書店） 

英単語ターゲット 1900（旺文

社） 

英単語ターゲット 1900 書き

込み式ノート（旺文社） 

Watching Light（浜島書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語コミュニケーションの授業は「聞くこと」、「話すこと（やり取り）」、「話すこと（発表）」、「書

くこと」という４技能５領域の力をつける授業です。教科書の内容について、聞いたり読んだりしたことを

ベースに話したり聞いたりする言語活動を行います。 

・単語の意味や繋がり、文構造などの意味理解を確立させた英文を音読することは、外国語を学ぶ効果的な

方法です。リズムやイントネーションに注意を払いながら授業内での音読練習の機会を大切にし、授業外で

も学習した英文たちを自分のものにするために音読に励みましょう。 

・語彙や文法の学習は、意味理解のためには大切ですが、それらがコミュニケーションの中でどのように使

われているかを常に考えながら学習しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 



学
習
到
達
目
標 

・リスニングの基礎
力を活用すること
ができる。 

・決まった表現でゆ
っくりはっきり話
された天候、時
間、物の値段な
ど、日常的に必要
な事柄について、
内容を理解するこ
とができる。 

・ゆっくりはっき
り話されれば、駅
や空港等の短いア
ナウンスについて
自分に必要な情報
を聞きとることが
できる。 

・大きな抵抗感な
く、高校基礎レベ
ルの長文を読むこ
とができる。 

・５０語程度の英文
を後戻りすること
なく、一定時間内
に黙読して要点を
理解した後、適切
なポーズを伴い音
読することができ
る。 

・簡単な語や表現
を使って書かれた
短い物語や伝記な
どを理解すること
ができる。 

・簡単な英語で自分
の考えを表現する
ことができる。 

 
・簡単な英語で質問
し合い、お互いの
意見や情報を交換
をすることができ
る。 

 
・日常的な挨拶が
でき、身の回りで
起こったことや経
験したことなどに
ついて相手とやり
取りをすることが
できる。 

・自分のことや、興
味・関心のあるこ
とについて、簡単
な語句や表現を用
いて相手に伝える
ことができる。 

 
・絵、写真など視覚
的補助を利用しな
がら、与えられた
テーマについて簡
単な語句や表現を
使って短く説明す
ることができる。 

 
 

 

・文法や語彙の基礎
力を活用すること
ができる。 

・自分のことや学
校、地域のことな
どの簡単な紹介文
を書くことができ
る。 

・簡単な語や基礎
的な表現を使いな
がら、and、but、
because などで文
と文をつないで、
日記や説明文など
まとまりのある文
章を書くことがで
きる。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

外国語の語彙、表現、言語の働
きなどについて理解を深めてい
る。また、それらが実際のコミ
ュニケーションの中でどのよう
な役割を果たしているかを考え
て、目的や場面、状況などに応
じて適切に活用できる技能を身
に付けている。 
定期考査や小テストを通して評
価する。 

コミュニケーションを行う目的
や場面、状況などに応じて、日
常的な話題や社会的な話題につ
いて、外国語で情報や考えなど
の概要や要点、詳細などを的確
に理解したり、これらを活用し
て適切に表現したりしている。 
定期考査や小テスト、パフォー
マンステストを通して評価す
る。 

外国語の背景にある文化に対す
る理解を深め、読み手、聞き手
に配慮しながら、主体的、自律
的に外国語を用いてコミュニケ
ーションを図ろうとしている。 
授業の取り組みやパフォーマン
ステストを通して評価する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１学期 

Lesson1 

Visitors’ 

Voices: 

Talking  

About Japan 

 

Lesson 2 

Fashion as 

a Mirror of 

the Times 

聞くこと 

a: 基本的な助動詞の使い方を理解する。 

b: 概要と具体例などを知識で補填しながら聞き取っている。 

c: 概要と具体例などを知識で補填しながら聞き取ろうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

読むこと 

a: 英語の語順Ⅰ（文型）を理解する。 

b: 身近なものに置き換え、新たな着眼点から文章を理解している。 

c: 身近なものに置き換え、新たな着眼点から文章を理解しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 英語の構文と動詞の形（時制）を発話に取り込んでいる。 

b: 相手に興味を抱かせるような工夫を考えている。 

c: 相手に興味を抱かせるような工夫・準備をしようとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 英語の構文と動詞の形（時制）を活用して文を完成させられる。 

b: 自分の生き方について簡素な語句や文で表現している。 

c: 自分の生き方について簡素な語句や文で表現しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

中間考査 

Lesson 3 

Learning to 
聞くこと 

a: 基本的な助動詞や準動詞の使い方を理解する。 

b: 問題点を考えながら聞き取っている。 
アクティビティ 



Accept 

Differences 

 

Lesson4 

Changing  

Behavior in 

Unique 

Ways 

c: 問題点を考えながら聞き取ろうとしている。 パフォーマンス 

読むこと 

a: 助動詞や準動詞の意味を読み取れている。 

b: 自分の知識と比べながら、文章を理解している。 

c: 自分の知識と比べながら、文章を理解しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 差別や人々の行動をよい方に導く方法について調べている。 

b: 問題点について考え、情報交換をしている。 

c: 問題点について考え、情報交換をしようとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 助動詞や準動詞を活用して文を完成させられる。 

b: 差別や人々の行動をよい方に導く方法について簡素な語句や文で表

現している。 

c: 差別や人々の行動をよい方に導く方法について簡素な語句や文で表

現しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

期末考査 

２学期 

Lesson 5 

A Journey to 

Peace 

 

Lesson 6 

What Can 

We Eat in 

Space? 

聞くこと 

a: 平和への道、宇宙の内容を理解している。 

b: 平和への道、宇宙の内容を聞きとれている。 

c: 平和への道、宇宙の内容を聞き取ろうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

読むこと 

a: 比較・関係代名詞の形式と意味を読み取れている。 

b: 平和への道、宇宙について、自分とクラスメイトの経験を伴って文章を理

解している。 

c: 平和への道、宇宙について、自分とクラスメイトの経験を伴って文章を理

解しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 比較・関係代名詞の形式と意味を理解している。 

b: 平和への道、宇宙について、感動したことなど、トピックを決めて伝え合

っている。 

c: 平和への道、宇宙について、感動したことなど、トピックを決めて伝え合

おうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 比較・関係代名詞活用して文を完成させられる。 

b: 平和への道、宇宙について、新出の単語と表現を用いて書いている。 

c: 平和への道、宇宙について、新出の単語と表現を用いて書こうとしてい

る。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

中間考査 

Lesson 7 

Bio-logging: 

Discovering 

Animals’ 

Secrets 

 

Lesson 8 

What to Do 

with Too 

Many 

Tourists 

聞くこと 

a: 関係副詞、仮定法の使い方を理解する。 

b: バイオロギング、オーバーツーリズムについての内容を聞き取れている。 

c: バイオロギング、オーバーツーリズムについての内容を聞き取ろうとして
る。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

読むこと 

a: 関係副詞、仮定法の文章を読み取れている。 

b: バイオロギング、オーバーツーリズムについて学習した表現を理解して

いる。 

c: バイオロギング、オーバーツーリズムについて学習した表現を理解しよ
うとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 関係副詞、仮定法を使った文章を理解している。 

b: バイオロギング、オーバーツーリズムについて、相手に伝えている。 

c: バイオロギング、オーバーツーリズムについて、相手に伝えようとしてい

る。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 関係副詞、仮定法を使った分を完成させている。 

b: 関係副詞、仮定法を使って状況を説明できる。 

c: 関係副詞、仮定法を使って状況を説明しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

期末考査 

３学期 

Lesson 9 

Surviving in 

the 

Information 

聞くこと 

a: 関係詞と比較を含む文を聞いて理解している。 

b: 情報の選別や禅について、考えながら聞いている。 

c: 情報の選別や禅について考えながら聞こうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 



Age 

 

Lesson 10 

The Spirit of 

Zen: Less is 

More 

読むこと 

a: 関係詞と比較を含む文を読み取り、理解している。 

b: 情報の選別や禅について考えながら文章を読んでいる。 

c: 情報の選別や禅について考えながら文章を読もうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 関係詞と比較を含む文使って簡単な発話をしている。 

b: 情報の選別や禅について、自分の考えを相手と交換している。 

c: 情報の選別や禅について、自分の考えを相手と交換しようとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 関係詞と比較を含む文を使って文を完成させている。 

b: 情報の選別や禅についてまとまりのある文章を書いている。 

c: 情報の選別や禅についてまとまりのある文章を書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能  b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 



※令和４年度以降入学生用 

学校番号 203 

 

令和 8年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語コミュニケーションⅡ ３ ２ 
・FLEX ENGLISH COMMUNICATION Ⅱ 

・WORDBOX Essential 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語コミュニケーションⅠで学んだ内容をより深め、より専門性を高め、長い文章を味わっていきます。１年次に学びこぼしがあり

そうなところは、復習したり質問して解消しておきましょう。 

・教科書にある QR コードをクロームブックやスマホで読み取ると、本文の音声、新出単語の音声・フラッシュカード機能が使えま

す。単語は発音も合わせて覚えるようにすると、生きた単語学習になります。 

・題材を通して新たに出会う価値観を大切に、興味の枠を広げていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第２学年】 

領

域 
聞くこと 読むこと 

話すこと 

（やり取り） 

話すこと 

（発表） 
書くこと 

学

習

到

達

目

標 

・標準的なリスニング

力がある。 

・ディベートや物の制

作など一連の行動の

手順について、ゆっく

りはっきりと指示され

ればそのとおりに行う

ことができる。 

・趣味やクラブ活動

などの身近なトピック

についてゆっくりはっ

きりと話されれば具

体的な情報を聞き取

ることができる。 

・標準的な長文読解

力がある。 

・有名人物の伝記や

エッセイなどの英文

を読み、適宜辞書も

利用しながら事実関

係を把握することが

できる。 

・有名人物の伝記や

歴史上の出来事につ

いての英文を読み、

適宜辞書も利用しな

がら事実関係を把握

することができる。 

・自分のことや身の

回りのことについて

簡単な紹介や説明を

求められても、即興

で適切に応答するこ

とができる。 

 

・簡単な語や表現を

使って、互いの意見

交換 (賛成か反対

か、どう思っているか

など)をすることがで

きる。 

・英語で論理的に考

え、表現、発表でき

る。 

 

・英語で原稿の準備

を行い、自信を持っ

て、表現、発表でき

る。 

・身近な話題に関し

て読んだり聞いたりし

た内容の要点を文章

で書くことができる。 

 

・身近な話題に関し

て読んだり聞いたりし

た内容に対する意見

や感想を基礎的な語

彙を用いて書くこと

ができる。 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 
a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観

点

の

趣

旨 

[知識] 

外国語の語彙、表現について理解を深

め、扱ったトピックについての専門的・文

化的な基礎知識を拡大させている。 

[技能] 

目的や状況に応じたコミュニケーション

の中で、情報量や表現を相手の理解度

に合わせて調整する技能を身に着けて

いる。 

コミュニケーションを行う目的や場面に

応じて、自分の価値観と相手や文章か

ら得られる新たな情報の類似点や相違

点などについて思考し、必要な情報を

判断し、相手の言語的理解度や社会

的・文化的な立場に配慮して自分の考

えを伝えている。 

言語の正確さに固執せず、状況や相手

によって変化する適切な態度と言語の

流暢さに重点を置いて、主体的・自立的

に外国語を用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

1学期 

 

Lesson 1 

Anime 

Pilgrimages 

 

Lesson 2 

Iwaya 

Keisuke 

and the 

Pursuit of 

Dreams 

聞くこと 

a: 受動態の不定詞と受動態の進行形の形式と意味を理解している。 

b: アニメ巡礼の概要と具体例などを知識で補填しながら聞き取っている。 

c: アニメ巡礼の概要と具体例などを知識で補填しながら聞き取ろうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

読むこと 

a: 助動詞＋完了形と受動態の完了形の形式と意味を読み取れている。 

b: 岩谷圭介の発明の内容について、身近なものに置き換え、新たな着眼点から文章

を理解している。 

c: 岩谷圭介の発明の内容について、身近なものに置き換え、新たな着眼点から文章

を理解しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 受動態の不定詞と受動態の進行形を発話に取り込んでいる。 

b: 自分の好きな映像作品について、相手に興味を抱かせるような工夫を考えている。 

c: 自分の好きな映像作品について、相手に興味を抱かせるような工夫・準備をしよう

としている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 助動詞＋完了形と受動態の完了形を活用して文を完成させられる。 

b: 自分の思い描く面白いものや身の回りのものに関するオリジナル発明品を簡素な

語句や文で表現している。 

c: 自分の思い描く面白いものや身の回りのものに関するオリジナル発明品を簡素な

語句や文で表現しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

中間考査 

Lesson 3 

The 

Surprising 

History of 

Salt 

 

Lesson 4A 

Future 

World, with 

or without 

Sea Turtles 

聞くこと 

a: as ifを用いた仮定法の形式と意味を理解している。 

b: ウミガメの生態と現状について、問題点を考えながら聞き取っている。 

c: ウミガメの生態と現状について、問題点を考えながら聞きとろうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

読むこと 

a: if節のない仮定法と動名詞の意味上の主語の形式と意味を読み取れている。 

b: 塩の科学的・文化的な側面について、塩に対して自分がもっている知識と比較しな

がら、文章を理解している。 

c: 塩の科学的・文化的な側面について、塩に対して自分がもっている知識と比較しな

がら、文章を理解しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: ウミガメを例に、他の身近な動物のなかで絶滅危惧種について調べている。 

b: ウミガメを例に、他の身近な動物のなかで絶滅危惧種について考え、情報交換をし

ている。 

c: ウミガメを例に、他の身近な動物のなかで絶滅危惧種について考え、情報交換をし

ようとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: if節のない仮定法と動名詞の意味上の主語を活用して文を完成させられる。 

b: 日英の塩を含む言語表現や迷信・文化などについて、簡単な英語でまとまりのある

文章を書いている。 

c: 日英の塩を含む言語表現や迷信・文化などについて、簡単な英語でまとまりのある

文章を書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

期末考査 

２学期 

Lesson  5 

The 

Psychology 

of Waiting 

in Line 

 

Lesson 6 

The Human 

Library 

聞くこと 

a: ヒューマンライブラリーとその目的を理解している。 

b: 物理的・社会的・文化的な違いを考慮しつつ、自分とは普通に生きていると関わる

機会が中々ない人の人生の話を追体験することを目指して聞いている。 

c: 物理的・社会的・文化的な違いを考慮しつつ、自分とは普通に生きていると関わる

機会が中々ない人の人生の話を追体験することを目指して聞こうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

読むこと 

a: 同格を導く接続し that と関係副詞の制限用法の形式と意味を読み取れている。 

b: 並んで待つことに関する心理学について、自分とクラスメイトの経験を伴って文章を

理解している。 

c: 並んで待つことに関する心理学について、自分とクラスメイトの経験を伴って文章を 

   理解しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 分詞構文の否定形と完了形の不定詞の形式と意味を理解している。 

b: 自分の人生について、感動したことなど、トピックを決めて伝え合っている。 

c: 自分の人生について、感動したことなど、トピックを決めて伝え合おうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 同格を導く接続し that と関係副詞の制限用法を活用して文を完成させられる。 

b: 並んで待つことに関する自分の経験について、新出の単語と表現を用いて書いて

いる。 

c: 並んで待つことに関する自分の経験について、新出の単語と表現を用いて書こうと

している。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

中間考査 

Lesson 7 

More Than 

Just 

Shelters 

 

聞くこと 

a: 部分否定と were to を使った仮定法の形式と意味を理解している。 

b: 坂茂が被災者支援に至るまでの経緯を、その時々に本人が何を感じたかを想像し

ながら聞き取っている。 

c: 坂茂が被災者支援に至るまでの経緯を、その時々に本人が何を感じたかを想像し

ながら聞き取ろうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 
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Lesson 8 

Infectious 

Diseases 

and 

Humans 

読むこと 

a: 付帯業況の with と分詞構文の受動態を理解して、文章の内容を読み取っている。 

b: ウィルスとバクテリの違いとワクチンがいかにして生まれるのかを考えながら、文章

を読んでいる。 

c: ウィルスとバクテリの違いとワクチンがいかにして生まれるのかを考えながら、文章

を読もうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 部分否定を発話に活用している。 

b: 坂茂のように、自分の経験のなかで自分にできることはないかと考えたことについ

て考え、相手に出来事と感じたことを伝えている。 

c: 坂茂のように、自分の経験のなかで自分にできることはないかと考えたことについ

て考え、相手に出来事と感じたことを伝えようとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 付帯業況の with と分詞構文の受動態を使って文を完成させている。 

b: 付帯業況の with と分詞構文の受動態を使って状況を説明したり、理由を説明し

たりしている。 

c: 付帯業況の with と分詞構文の受動態を使って状況を説明したり、理由を説明しよ

うとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

期末考査 

3学期 

Lesson 9 

Fashion for 

Pride 

 

Lesson 10 

Larry Page 

and the 

Dream of 

Google 

聞くこと 

a: 複合関係代名詞と二重否定を含む文を聞いて理解している。 

b: ラリー・ペイジの経歴を踏まえて、スピーチに込められたメッセージについて考えな

がら聞いている。 

c: ラリー・ペイジの経歴を踏まえて、スピーチに込められたメッセージについて考えな

がら聞こうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

読むこと 

a: 倒置の文を読み取り、語順を理解している。 

b: ファッションに対するコンゴの人々の価値観と、日本人の価値観を比較しながら文

章を読んでいる。 

c: ファッションに対するコンゴの人々の価値観と、日本人の価値観を比較しながら文

章を読もうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 二重否定を含む簡単な発話をしている。 

b: ラリー・ペイジがなぜ成功かについて、自分の考えを相手と交換している。 

c: ラリー・ペイジがなぜ成功かについて、自分の考えを相手と交換しようとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 一般的な文と倒置の文の両方の形式で文を完成させている。 

b: 自分にとってのファッションと、好きなファッションについてまとまりのある文章を書い

ている。 

c: 自分にとってのファッションと、好きなファッションについてまとまりのある文章を書こ

うとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 
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学校番号 ２０３ 

 

令和 8年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語コミュニケーションⅢ ３ 第３学年 Heartening Ⅲ・10 分リスニング

プレノート 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語コミュニケーションⅢの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という

４技能の力をつける授業です。また、３年生では入試を見据えた授業を行います。 

・英語の語彙や文法については、入試対策はもちろんのこと、実際のコミュニケーションでどのように使わ

れるか、ということを意識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習し

ましょう。 

・予習・復習が確固たる英語力の鍵です。授業を真剣に受け、家庭学習で万全にしましょう！ 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第３学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・外国の文化・風習な

どについての説明文な

どを聞いて、概要を理

解することができる。 

・日常的なあいさつが

でき、身の回りで起こ

ったことや経験したこ

となどについてやり取

りをすることができ

る。 

・ゆっくりはっきりと

話されれば、外国の文

化・風習などなじみの

ないことでもその概要

を理解することができ

る。 

・長文読解について

は、特に速読力の養成

に力を入れる。 

・複雑な文章も時間を

かけて、精読し、全体

の要点や詳細を理解す

ることができる。 

・300語程度の英文を、

複雑なところは時間を

かけて読み、全体の要

旨を理解し、大事な点

をもれなく理解するこ

とができる。 

・読んだ内容につい

て、自分の意見を述べ

ることができる。 

・身近なトピック（趣

味や将来の夢や希望な

ど）について幅広く意

見や情報の交換をする

ことができる。 

・自分のこれまでの経

験、将来の夢や希望な

どについて、前もって

準備し、メモを見なが

ら理由と具体例を添え

て短く説明することが

できる。 

 

・自分の意見や考え

を、まとまりのあるひ

とつの段落で書くこと

ができる。 

・身近な話題に関して

説明をし、自分の意見

を、つなぎの語やフレ

ーズを活用して、まと

まりのある段落をひと

つ書くことができる。 

・慣れ親しんだ語や表

現を用いて、物事の手

順を筋道立てて書くこ

とができる。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

[知識] 

外国語の語彙、表現、言語の働きなどにつ

いて理解を深め、扱ったトピックについ

ての専門的・文化的な知識を拡大させて

いる。 

[技能] 

目的や状況に応じたコミュニケーション

の中で、情報量を調整したり、言語の形式

を相手の理解度に合わせて調整したりす

る技能を身に着けている。 

コミュニケーションを行う目的や場面

に応じて、自分の価値観と相手や文章か

ら得られる新たな情報の類似点や相違

点などについて思考し、必要な情報を判

断し、相手の言語的理解度や社会的・文

化的な立場に配慮して自分の考えを伝

えている。 

言語の正確さに固執せず、状況や相手に

よって変化する適切な態度と言語の流

暢さに重点を置いて、主体的・自立的に

外国語を用いてコミュニケーションを

図ろうとしている。 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

1 学期 

 

Lesson 1 

What Makes 

UP Your 

Identity? 

 

Lesson 2 

Predicting 

Future 

Technology 

聞くこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙の形式と意味を理解している。 

b: アイデンティティについて自己の知識で補填しながら聞き取って

いる。 

c: アイデンティティについて自己の知識で補填しながら聞き取ろう

としている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

読むこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙の形式と意味を読み取れている。 

b: アイデンティティについて書かれた文章を理解している。 

c: アイデンティティについて書かれた文章を理解しようとしてい

る。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 本文中に出てくる表現や語彙を発話に取り込んでいる。 

b: 未来の科学技術の説明において、どのような効果を生むかを説明

する方法を考えて、発話している。 

c: 未来の科学技術が、どのような効果を生むかを説明する方法を考

えて、発話しようとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙を活用して文を完成させられる。 

b: 未来の科学技術について簡素な語句や文で表現している。 

c: 未来の科学技術について簡素な語句や文で表現しようとしてい

る。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

中間考査 

Lesson 3 

The Science 

of Sleep 

 

Lesson 4 

Diversity 

and 

Inclusion 

聞くこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙の形式と意味を理解している。 

b: 睡眠の重要性について、仕組みを考えながら聞き取っている。 

c: 睡眠の重要性について、仕組みを考えながら聞きとろうとしてい

る。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

読むこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙の形式と意味を読み取れている。 

b: 多様性の事例について読み、理解している。 

c: 多様性を促進する方法を読み、理解しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 睡眠の重要性について調べている。 

b: 睡眠の重要性について考え、情報交換をしている。 

c: 多様性について考え、情報交換をしようとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙を活用して文を完成させられる。 

b: 睡眠の重要性の説明と感想を、簡単な英語でまとまりのある文章

として書いている。 

c: 多様性の説明と感想を、簡単な英語でまとまりのある文章として

書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

期末考査 
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２学期 

Lesson  5 

Protein 

Crisis 

 

Lesson 6 

Different 

Types of 

Happiness 

聞くこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙の形式と意味を理解している。 

b: タンパク質の供給問題について流れを正しく理解して聞いてい

る。 

c: 幸福度にかかわる話の流れを正しく理解して聞こうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

読むこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙の形式と意味を読み取れている。 

b: タンパク質の供給問題について、文章を理解し、内容を整理して

いる。 

c: 幸福度にかかわる話について、文章を理解し、内容を整理しよう

としている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 本文中に出てくる表現や語彙を発話に取り込んでいる。 

b: タンパク質の供給問題について、感想を英語で伝え合っている。 

c: 幸福度にかかわる話について、感想を英語で伝え合おうとしてい

る。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙を活用して文を完成させられる。 

b: タンパク質の供給問題についての説明を、新出の単語と表現を用

いて書いている。 

c: 幸福度にかかわる話についての説明を、新出の単語と表現を用い

て書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

中間考査 

Lesson 7 

Pros and 

Cons of 

Utilizing 

AI 

 

Lesson 8 

Kintsugi: 

The Art of 

Embracing 

the 

Imperfect 

聞くこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙の形式と意味を理解している。 

b: AI の活用について、人々が何を感じたかを想像しながら聞き取っ

ている。 

c: 日本の伝統工芸について、当時の人々が何を感じたかを想像しな

がら聞き取ろうとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

読むこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙の形式と意味を読み取れている。 

b: AI の活用について考えながら、文章を読んでいる。 

c: 日本の伝統工芸について考えながら、文章を読もうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 本文中に出てくる表現や語彙を発話に取り込んでいる。 

b: AI の活用について、相手に出来事と感じたことを伝えている。 

c: 日本の伝統工芸について考え、相手に伝えようとしている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙を活用して文を完成させられる。 

b: AI をどのように活用するかを考え、自分のアイデアを書いてい

る。 

c: 日本の伝統工芸をどう生かしていくかを考え、自分のアイデアを

書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

期末考査 

3 学期 

Lesson 9 

Getting 

Your 

聞くこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙の形式と意味を理解している。 

b: スピーチ中の言いよどみの効果についての文章を、自分の意見を

考えつつ聞いている。 

アクティビティ 

パフォーマンス 
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Message 

Across 

 

Lesson 10 

Medical 

Ethics 

During a 

Pandemic 

 

 

c: パンデミックについての文章を、自分の意見を考えつつ聞こうと

している。 

読むこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙の形式と意味を読み取れている。 

b: スピーチ中の言いよどみの効果について考えながら文章を読んで

いる。 

c: パンデミックの世界への影響を考えながら文章を読もうとしてい

る。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 本文中に出てくる表現や語彙を発話に取り込んでいる。 

b: スピーチ中の言いよどみの効果について、自分の考えを相手と交

換している。 

c: パンデミックについて、自分の考えを相手と交換しようとしてい

る。 

アクティビティ 

パフォーマンス 

書くこと 

a: 本文中に出てくる表現や語彙を活用して文を完成させられる。 

b: スピーチ中の言いよどみの効果について、今後の自分が考える展

望も入れながら、まとまりのある文章を書いている。 

c: パンデミックについて、今後の自分が考える展望も入れながら、

まとまりのある文章を書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 副読本は適宜活用する。 
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学校番号 ２０３ 

 

令和８年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 論理・表現Ⅰ ２ 第１学年 

・EARTHRISE English 

Logic and Expression Ⅰ

（数研出版） 

・ EARTHRISE English 

Logic and Expression 

Essential I ワークブック

（数研出版） 

・EARTHRISE アースライ

ズ総合英語 （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・論理・表現の授業は、さまざまな話題について、学んだ語句・表現・文法事項を駆使して、情報や考えを

発信する言語活動を多く行います。 

・段階を踏みながら、「文」の作成から「文章」の作成へと進んでいきますので、身近な話題について積極

的に発信していきましょう。 

・普段から時事問題にも興味を持ち、自分なりの考えを持っておきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・事物に関する紹
介や対話などを聞
いて、情報や考え
などの概要をとら
えることができ
る。 
・事物に関する紹
介や対話などを聞
いて、情報や考え
などの詳細をとら
えることができ
る。 
・事実と意見など
を区別して聞くこ
とができる。 

・日常生活で使わ
れる英語の中の語
句や簡単な文章を
理解することがで
きる。 
・基本的な語句や
表現で書かれたご
く短い文を読み、
概要を理解するこ
とができる。 
・日常的な話題
や、社会的な話題
について、情報や
考えなどの詳細を
理解することがで
きる。 
 

・相手の話す内容
を理解できない場
合に、必要に応じ
て、聞き返したり
意味を確認したり
することができ
る。 
・相手のサポート
（ゆっくり話した
り、繰り返したり、
簡単な語句に言い
換えるなど）があ
れば、ごく身近な
話題に関して、質
疑応答をすること
ができる。 

・ごく身近な話題
に関して、簡単な
語句や文を用いて
話すことができ
る。 
・日常的な話題
や、社会的な話題
について、簡単な
単語やフレーズを
用いて話すことが
できる。 
 
 

・ごく身近な話題
に関して、簡単な
語句や文を用いて
書くことができ
る。 
・日常的な話題
や、社会的な話題
について、簡単な
単語やフレーズを
用いて書くことが
できる。 
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３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

外国語の語彙、表現、言語の働
きなどについて理解を深めてい
る。 
外国語についての語彙、表現、
文法、言語の働きなどの知識を、
話すこと、書くことによる実際
のコミュニケーションにおい
て、目的や場面、状況などに応
じて適切に活用できる技能を身
に付けている。 

コミュニケーションを行う目的
や場面、状況などに応じて、日
常的な話題や社会的な話題につ
いて、外国語で情報や考えなど
の概要や要点、詳細などを的確
に理解したり、これらを活用し
て適切に表現したりしている。 

外国語の背景にある文化に対す
る理解を深め、読み手、聞き手
に配慮しながら、主体的、自律
的に外国語を用いてコミュニケ
ーションを図ろうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

1 

Lesson 1 
クラスメ
ートに自
己紹介を
しよう！ 

 
Lesson 2 
今週末の
予定につ
いて説明
しよう！ 

聞くこと 

a: 英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を
理解している。 

b: 自分のことや身の回りのもの（友人や学校行事等）
について、必要な情報を聞き取っている。 

c: 自分のことや身の回りのもの（友人や学校行事等）
について、必要な情報を聞き取ろうとしている。 

定期テスト 
（リスニン

グ） 

読むこと 

a: 自分のことや身の回りのもの（友人や学校行事等）
についての語句を理解している。現在、過去、未来を
表す表現を理解している。 

b: 自分のことや身の回りのもの（友人や学校行事等）
についての文を読み、概要をとらえている。 

c:自分のことや身の回りのもの（友人や学校行事等）に
ついての文を読み、概要をとらえようとしている。 

定期テスト 
（リーディン

グ） 

話すこと 
（やりと
り） 

a: あいづちをうったり、聞き直したりする等、コミュ
ニケーションを円滑にするための言語の働きを理解
している。 

b: 自分のことや身の回りのもの（友人や学校行事等）
について賛成・反対したり、理由をのべたりしてい
る。 

c: 自分のことや身の回りのもの（友人や学校行事等）
について、聞き手に配慮しながら主体的に英語を用
いて伝え合おうとしている。 

スピーキング
テスト 

書くこと 

a: 自分のことや身の回りのものを紹介するために必要
な書く技能を身に付けている。現在、過去、未来を
表す表現を理解している。 

b: 自分のことや身の回りのもの（友人や学校行事等）
について簡単な語句や文を用いて書いている。 

c: 現在と過去、未来を表す表現を理解し、自分のこと
や身の回りのもの（友人や学校行事等）について簡単
な語句や文を用いて読み手に配慮しながら書こうと
している。 

定期考査 
（ライティン

グ） 

中間考査 

 
 
 
 
 

聞くこと 

a: 予定や経験を伝える表現を理解している。 
b: 日常的な話題（旅行やスポーツ・友人への助言）に

ついて、必要な情報を聞き取っている。 
c: 日常的な話題（旅行やスポーツ・友人への助言）につ

いて、必要な情報を聞き取ろうとしている。 

定期テスト 
（リスニン

グ） 
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Lesson 3 
訪れたこ
とがある
場所につ
いて説明
しよう！ 

 
Lesson 4 
友達にア
ドバイス
をしよ
う！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読むこと 

a: 日常的な話題（旅行やスポーツ・友人への助言）に
ついて書かれた文章を読んで、概要をとらえる技能
を身に付けている。助動詞、完了形を理解している。 

b: 日常的な話題（旅行やスポーツ・友人への助言）に
ついて書かれた文章を読んで、概要をとらえている。 

c: 日常的な話題（旅行やスポーツ・友人への助言）につ
いて書かれた文章を読んで、概要をとらえようとし
ている。 

定期テスト 
（リーディン

グ） 

話すこと 
（発表） 

a: 時制を表す語句などの意味や働きを理解している。 
b: 日常的な話題（旅行やスポーツ・友人への助言）に

ついて、基本的な語句や文を用いて話している。 
c: 日常的な話題（旅行やスポーツ・友人への助言）につ

いて、基本的な語句や文を用いて主体的に話そうと
している。 

スピーキング
テスト 

書くこと 

a: 日常的な話題（旅行やスポーツ・友人への助言）に
ついて、発信したり尋ねたりするために必要な技能
を身に付けている。助動詞、完了形を理解している。 

b: 日常的な話題（旅行やスポーツ・友人への助言）に
ついて、基本的な語句や文を用いて書いている。 

c: 日常的な話題（旅行やスポーツ・友人への助言）につ
いて、基本的な語句や文を用いて読み手に配慮しな
がら書こうとしている。 

定期考査 
（ライティン

グ） 

期末考査 

2 

Lesson 5 
課外活動
について
説明しよ
う！ 

 
Lesson 6 
おすすめ
の日本の
食べ物を
海外から
の旅行者
に紹介し
よう！ 

 
Lesson 7 
将来やっ
てみたい
ボランテ
ィア活動
について
説明しよ
う！  

聞くこと 

a: 課外活動・日本文化・ボランティアに関する表現を
理解している。 

b: 課外活動・日本文化・ボランティアについて、必要
な情報を聞き取っている。 

c: 課外活動・日本文化・ボランティアについて、必要な
情報を聞き取ろうとしている。 

定期テスト 
（リスニン

グ） 

読むこと 

a: 課外活動・日本文化・ボランティアについて書かれ
た文章を読んで、概要をとらえる技能を身に付けて
いる。受動態、不定詞を理解している。 

b: 課外活動・日本文化・ボランティアについて書かれ
た文章を読んで、概要をとらえている。 

c: 課外活動・日本文化・ボランティアについて書かれ
た文章を読んで、概要をとらえようとしている。 

定期テスト 
（リーディン

グ） 

話すこと 
（やりと
り） 

a: 勧誘・依頼・提案等、コミュニケーションを円滑に
するための言語の働きを理解している。 

b: 課外活動・日本文化・ボランティアについて、喜び
や驚きを表現したり、感謝を伝え合ったりしている。 

c: 課外活動・日本文化・ボランティアについて、聞き手
に配慮しながら主体的に英語を用いて伝え合おうと
している。 

スピーキング
テスト 

書くこと 

a: 受動態や、不定詞を用いた文に関する英語の特徴と
決まりを理解している。受動態、不定詞を理解してい
る。 

b: 日常的な話題（買い物や将来の夢）について、基本
的な語句や文を用いて書いている。 

c: 日常的な話題（買い物や将来の夢）について、基本的
な語句や文を用いて読み手に配慮しながら書こうと
している。 

定期考査 
（ライティン

グ） 

中間考査 

 
 
 
 
 
 

Lesson 8 
好きな学
校行事に

聞くこと 

a: 学校生活・環境問題・勉強、デジタル機器に関する
表現を理解している。 

b: 学校生活・環境問題・勉強、デジタル機器について、
必要な情報を聞き取っている。 

c: 学校生活・環境問題・勉強、デジタル機器について、
必要な情報を聞き取ろうとしている。 

定期テスト 
（リスニン

グ） 

読むこと 
a: 学校生活・環境問題・勉強、デジタル機器について

書かれた文章を読んで、概要をとらえる技能を身に
付けている。不定詞、動名詞、分詞を理解している。 

定期テスト 
（リーディン

グ） 



※令和４年度以降入学生用 

ついて説
明しよ
う！ 

 
Lesson 9 
環境保護
の方法に
ついて説
明しよ
う！ 

 
Lesson 

10 
英語学習
に役立つ
アプリに
ついて説
明しよ
う！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

b: 学校生活・環境問題・勉強、デジタル機器について
書かれた文章を読んで、概要をとらえている。 

c: 学校生活・環境問題・勉強、デジタル機器について書
かれた文章を読んで、概要をとらえようとしている。 

話すこと 
（発表） 

a: 不定詞、動名詞や分詞を用いた文に関する英語の特
徴と決まりを理解している。 

b: 学校生活・環境問題・勉強、デジタル機器について、
基本的な語句や文を用いて話している。 

c: 学校生活・環境問題・勉強、デジタル機器について、
基本的な語句や文を用いて主体的に話そうとしてい
る。 

スピーキング
テスト 

書くこと 

a: 不定詞、動名詞や分詞を用いた文に関する英語の特
徴と決まりを理解している。 

b: 学校生活・環境問題・勉強、デジタル機器について、
基本的な語句や文を用いて書いている。 

c: 学校生活・環境問題・勉強、デジタル機器について、
基本的な語句や文を用いて主体的に書こうとしてい
る。 

定期考査 
（ライティン

グ） 

期末考査 

3 

Lesson 
11 

最も尊敬
する人に
ついて説
明しよ
う！ 

 
Lesson 

12 
好きな祝
日につい
て説明し
よう！ 

 
Lesson 

13 
日本やあ
なたの住
んでいる
地域につ
いて紹介
しよう！ 
 
Lesson 14 
好きなこ
とについ
て説明し
よう！ 

聞くこと 

a: 尊敬する人・祝日、祭り・世界の国々・好きなことに
関する表現を理解している。 

b: 尊敬する人・祝日、祭り・世界の国々・好きなことに
ついて、必要な情報を聞き取っている。 

c: 尊敬する人・祝日、祭り・世界の国々・好きなことに
ついて、必要な情報を聞き取ろうとしている。 

定期テスト 
（リスニン

グ） 

読むこと 

a: 尊敬する人・祝日、祭り・世界の国々・好きなことに
ついて書かれた文章を読んで、概要をとらえる技能
を身に付けている。関係詞、比較、仮定法を理解し
ている。 

b: 尊敬する人・祝日、祭り・世界の国々・好きなことに
ついて書かれた文章を読んで、概要をとらえている。 

c: 尊敬する人・祝日、祭り・世界の国々・好きなことに
ついて書かれた文章を読んで、概要をとらえようと
している。 

定期テスト 
（リーディン

グ） 

話すこと 
（やりと
り） 

a: 提案・賞賛したり、助言を求める表現を身に付けて
いる。 

b: 尊敬する人・祝日、祭り・世界の国々・好きなことに
ついてクラスに自分の考えを示すことができる。 

c: 尊敬する人・祝日、祭り・世界の国々・好きなことに
ついて、聞き手に配慮しながら自分の考えを示そう
としている。 

スピーキング
テスト 

書くこと 

a: 関係詞、比較、仮定法を用いた文に関する英語の特
徴と決まりを理解している。 

b: 尊敬する人・祝日、祭り・世界の国々・好きなことに
ついて、基本的な語句や文を用いて書いている。 

c: 尊敬する人・祝日、祭り・世界の国々・好きなことに
ついて、基本的な語句や文を用いて主体的に書こう
としている。 

定期考査 
（ライティン

グ） 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         



学校番号 203 

 

令和８年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 論理・表現Ⅱ ３ ２ 

APPLAUSE  English Logic 

and Expression II  

Vision Quest 総合英語 

Vision Quest New English 

Grammar  24 

Vision Quest New English 

Grammar 24 WORKBOOK 

Hyper Listening Elementary 

Hyper Listening Pre-

Intermediate   

スクランブル英文法・語法 

スクランブル英文法・語法 

トレーニング問題集 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「論理・表現Ⅰ」の学習内容を踏まえ、日常的な話題から社会的な話題に至るまで、1 年で既習の文法事

項や語彙をさらに実践的に使い、情報や考えを発信する言語活動を行います。 

・自分の意見や主張などを論理の構成や展開を工夫し組み立て、発信・やりとりする活動に繋げていきます。 

・継続的に英語を「聞く」活動も行います。 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第２学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・標準的なリスニング

力がある。 

・ディベートや物の制

作など一連の行動の手

順について、ゆっくり

はっきりと指示されれ

ばそのとおりに行うこ

とができる。 

・趣味やクラブ活動な

どの身近なトピックに

ついてゆっくりはっき

りと話されれば具体的

な情報を聞き取ること

ができる。 

・ダンスや物の制作な

ど一連の行動の手順に

ついて、ゆっくりはっ

きりと指示されればそ

のとおり行うことがで

きる。 

・標準的な長文読解力

がある。 

・有名人物の伝記やエ

ッセイなどの英文を読

み、適宜辞書も利用し

ながら事実関係を把握

することができる。 

・有名人物の伝記や歴

史上の出来事について

の英文を読み、適宜辞

書も利用しながら事実

関係を把握することが

できる。 

・簡単な英語で表現さ

れていれば、ガイドブ

ックなどを読んで必要

な情報を見つけ出すこ

とができる。 

・自分のことや身の回

りのことについて簡単

な紹介や説明を求めら

れても、即興で適切に

応答することができ

る。 

・簡単な語や表現を使

って、互いの意見交換

(賛成か反対か、どう思

っているかなど)をす

ることができる。 

・英語で論理的に考

え、表現、発表できる。 

・身近な話題に関して

読んだり聞いたりした

内容の要点を文章で書

くことができる。 

・身近な話題に関して

読んだり聞いたりした

内容に対する意見や感

想を基礎的な語彙を用

いて書くことができ

る。 



３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

［知識］ 
英語の特徴やきまりに関する事項
及びその働きや役割を理解してい
る。 
［技能］ 
目的や場面，状況に応じて，自分の
意見や主張などを論理の構成や展
開を工夫して，詳しく話したり書い
たりして伝え合うことができる技
能を身に付けている。 
また、特定の話題について英語でま
とまった内容を聞き取ることがで
きる。 

目的や場面，状況に応じて，自分の
意見や主張などを論理の構成や展
開を工夫して，詳しく話したり書い
たりして伝え合っている。 

外国語の背景にある文化に対する
理解を深め，聞き手・読み手など他
者に配慮しながら，主体的・自律的
に表現しようとている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１  

Lesson1 

Reflection 

Before 

Starting New 

Life 

 

Lesson 2 

Let Your 

Dreams come 

true 

聞くこと 

a: 英語の音声の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b: 現在形、過去形、進行形を使って自分や周りの人などを表現した

文について、必要な情報を聞き取っている。 

c: 現在形、過去形、進行形を使って自分や周りの人などを表現した文

について、必要な情報を聞き取ろうとしている。 

リスニング課題 

読むこと 

a: 現在形、過去形、進行形を使って自分や周りの人などについて書か

れた文についての語句を理解している。 

b: 現在形、過去形、進行形を使って自分や周りの人などについて書

かれた文を読み、概要をとらえている。 

c: 現在形、過去形、進行形を使って自分や周りの人などについて書か

れた文を読み、概要をとらえようとしている。 

定期考査 

(リーディング) 

話すこと 

(やりとり) 

a: 適切な主語・動詞の使い方を理解している。 

b: 未来を表すさまざまな表現を使って、これから起こることなどを

表現する。 

c: 未来を表すさまざまな表現を使って、これから起こることなど、聞

き手に配慮しながら主体的に英語を用いて伝え合おうとしてい

る。  

授業内アクティビ

ティ 

書くこと 

a: 未来を表すさまざまな表現を使って、これから起こることなどに

ついて書くために必要な技能を身につけている。 

b: 未来を表すさまざまな表現を使って、これから起こることなどを

簡単な語句や文を用いて複数の文で書いている。 

c: 未来を表すさまざまな表現を使って、これから起こることなどを、

簡単な語句や文を用いて、読み手に配慮しながら書こうとしてい

る。 

定期考査 

(ライティング) 

中間考査 

Lesson 3 

Dos and 

Don’ts in 

Social Media 

 

Lesson 4 

Future 

Prospects 

聞くこと 

a: ソーシャルメディアに関する表現を理解している。 

b: ソーシャルメディアに関する話題について、必要な情報を聞き取

っている。 

c: ソーシャルメディアに関する話題について、必要な情報を聞き取

ろうとしている。 

リスニング課題 

読むこと 

a: ソーシャルメディアに関する話題についての語句を理解してい

る。 

b: ソーシャルメディアに関する話題についての文を読み、概要をと

らえている。 

c: ソーシャルメディアに関する話題についての文を読み、概要をと

らえようとしている。  

定期考査 

(リーディング)  



話すこと 

(発表) 

a: 時制や適切な助動詞の使い方を理解している。 

b: さまざまな完了形を使って、ソーシャルメディアについての自分

の意見を発表している。 

c: さまざまな完了形を使って、ソーシャルメディアについて、聞き手

に配慮しながら主体的に英語を用いて伝え、わかりやすく自分の

意見を発表しようとしている。  

授業内アクティビ

ティ 

書くこと 

a: さまざまな完了形を使って、ソーシャルメディアについての意見

を発信するために必要な技能を身につけている。 

b: さまざまな完了形を使って、ソーシャルメディアについて自分の

意見を複数の文で書いている。 

c: さまざまな完了形を使って、ソーシャルメディアについての意見

を読み手に配慮しながら書こうとしている。  

定期考査 

(ライティング) 

期末考査 

 ２ 
 

Lesson 5 

Let’s keep in 

Good Shapes 

 

Lesson 6 

Energy 

Consumptions 

in the World 

 

Lesson 7 

Voter Turnout  

in 

Comparison 

聞くこと 

a:健康によいといわれている行動についての表現を理解している。 

b:健康について、必要な情報を聞き取っている。 

c:健康に関する話題について、必要な情報を聞き取ろうとしている。  

リスニング課題 

読むこと 

a: 健康に関する話題についての語句を理解している。 

b: 健康に関する話題についての文を読み、概要をとらえている。 

c: 健康に関する話題についての文を読み、概要をとらえようとして

いる。 

定期考査 

(リーディング)  

話すこと 

(やりとり) 

a: 受動態と比較級、最上級の使い方を理解している。 

b: 世界のエネルギー消費の実態や環境問題に関する話題についての

意見をやりとりしている。 

c: 世界のエネルギー消費の実態や環境問題の話題について、聞き手

に配慮しながら主体的に英語を用いて伝え合おうとしている。  

授業内アクティビ

ティ 

書くこと 

a: 世界のエネルギー消費や環境問題について発信するために必要な

技能を身につけている。 

b: 世界のエネルギー消費や環境問題について自分の意見を複数の文

で書いている。 

c: 世界のエネルギー消費や環境問題に関する話題について、読み手

に配慮しながら書こうとしている。  

定期考査 

(ライティング) 

中間考査 

Lesson 8 

What Has 

Impressed Me 

the Most 

 

Lesson 9 

Sports for 

Everybody 

 

Lesson 10 

The Latest 

News from 

around the 

World 

聞くこと 

a: 報道に関する表現を理解している。 

b: 報道に関する話題について、必要な情報を聞き取っている。 

c: 報道に関する話題について、必要な情報を聞き取ろうとしている。 

リスニング課題 

読むこと 

a: 報道に関する話題についての語句を理解している。 

b: 報道に関する話題についての文を読み、概要をとらえている。 

c: 報道に関する話題についての文を読み、概要をとらえようとして

いる。  

定期考査 

(リーディング)  

話すこと 

(発表) 

a: 不定詞、動名詞、分詞について理解している。 

b: 感銘を受けた人物や本についてまとめて発表している。 

c: 感銘を受けた人物や本について、聞き手に配慮しながら主体的に

英語を用いて発表しようとしている。 

授業内アクティビ

ティ 

書くこと 

a: 感銘を受けた人物や本について発信するために必要な技能を身に

つけている。 

b: 感銘を受けた人物や本について複数の文で書いている。 

c: 感銘を受けた人物や本について、読み手に配慮しながら書こうと

している。  

定期考査 

(ライティング) 

期末考査 

３ 

Lesson11 

Let’s Find Out 

What We Can 

Do for Others 

 

Lesson 12 

Learn about 

Other 

Countries and 

People 

 

Lesson13 

Global Issues 

 

聞くこと 

a: 世界の国々を表す表現を理解している。 

b: 世界の国々の情報を聞き取っている。 

c: 世界の国々の情報を聞き取ろうとしている。 

リスニング課題 

読むこと 

a: 世界の国々に関する話題についての語句を理解している。 

b: 世界の国々に関するの原稿を読み、概要をとらえている。 

c: 世界の国々に関する原稿を読み、概要をとらえようとしている。 

定期考査 

(リーディング)  

話すこと 

(やりとり) 

a: 関係詞代名詞、関係副詞、仮定法を理解している。 

b: 国内外で必要とされているボランティア活動についての意見を述

べたりしている。 

c: 国内外で必要とされているボランティア活動について、聞き手に

配慮しながら主体的に英語を用いて伝え合おうとしている。 

授業内アクティビ

ティ 

書くこと 
a: 国内外で必要とされているボランティア活動について意見を発信

するために必要な技能を身につけている。 

定期考査 

(ライティング) 



Lesson14 

Food Culture 

around the 

World 

b: 国内外で必要とされているボランティア活動について自分の意見

を複数の文で書いている。 

c: 国内外で必要とされているボランティア活動について、読み手に

配慮しながら書こうとしている。 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 



※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ２０３ 

 

令和 8年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語文法演習 ３ ３ 

・Vision Quest 総合英語 3rd Edition 

・Scramble 英文法・語法問題  

・Scramble ランダムトレーニング問題集 

・2026 英語 40 分プレノート共通テスト Reading 

・Active Listening 大学入学共通テスト対応 

リスニング THIRD EDITION 30 分×７回 

・トランスファー英語総合問題演習 Course D 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

論理・表現Ⅰと II で学んだ内容が定着していることを前提に授業を行う。より専門性が高く、複雑な構

造の文の解釈と表現に挑む。共通テストのリーディングやリスニングの演習も同時に行い、多肢に渡るトピ

ックについても触れ、読むこと、書くこと、聞くこと、話すことの総仕上げを行う。特に、学習を通して気

づいた苦手な文法項目については、復習するなどして補填していくことを推奨する。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第３学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・外国の文化・風習な

どについての説明文な

どを聞いて、概要を理

解することができる。 

・日常的なあいさつが

でき、身の回りで起こ

ったことや経験したこ

となどについてやり取

りをすることができ

る。 

・ゆっくりはっきりと

話されれば、外国の文

化・風習などなじみの

ないことでもその概要

を理解することができ

る。 

・長文読解について

は、特に速読力の養成

に力を入れる。 

・複雑な文章も時間を

かけて、精読し、全体

の要点や詳細を理解す

ることができる。 

・300語程度の英文を、

複雑なところは時間を

かけて読み、全体の要

旨を理解し、大事な点

をもれなく理解するこ

とができる。 

・読んだ内容につい

て、自分の意見を述べ

ることができる。 

・身近なトピック（趣

味や将来の夢や希望な

ど）について幅広く意

見や情報の交換をする

ことができる。 

・自分のこれまでの経

験、将来の夢や希望な

どについて、前もって

準備し、メモを見なが

ら理由と具体例を添え

て短く説明することが

できる。 

 

・自分の意見や考え

を、まとまりのあるひ

とつの段落で書くこと

ができる。 

・身近な話題に関して

説明をし、自分の意見

を、つなぎの語やフレ

ーズを活用して、まと

まりのある段落をひと

つ書くことができる。 

・慣れ親しんだ語や表

現を用いて、物事の手

順を筋道立てて書くこ

とができる。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 



※令和４年度以降入学生用 

観
点
の
趣
旨 

[知識] 

外国語の語彙、表現、言語の働きなどにつ

いて理解を深め、扱ったトピックについ

ての専門的・文化的な知識を拡大させて

いる。 

[技能] 

目的や状況に応じたコミュニケーション

の中で、情報量を調整したり、言語の形式

を相手の理解度に合わせて調整したりす

る技能を身に着けている。 

コミュニケーションを行う目的や場面

に応じて、自分の価値観と相手や文章か

ら得られる新たな情報の類似点や相違

点などについて思考し、必要な情報を判

断し、相手の言語的理解度や社会的・文

化的な立場に配慮して自分の考えを伝

えている。 

言語の正確さに固執せず、状況
や相手によって変化する適切な
態度と言語の流暢さに重点を置
いて、主体的・自立的に外国語
を用いてコミュニケーションを
図ろうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

1 学期 

 

第１章 

時制 

～ 

第４章 

不定詞 

 

共通テスト

リスニング

２回 

リーディン

グ２回 

 

 Transfer 

UNIT1 

～UNIt3 

聞くこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文の意味を聞いて区別して理解して

いる。 

b: 各分野の文法内容が入った英文の意味を識別して聞き取ってい

る。 

c: 各分野の文法内容が入った英文の意味を識別して聞き取ろうとし

ている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文表現を区別して読み取れている。 

b: 各分野の文法内容が入った英文の意味を、身近な例を考えたりし

ながら理解している。 

c: 各分野の文法内容が入った英文の意味を、身近な例を考えたりし

ながら文章を理解しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 各分野の文法内容が入った英文の意味を使って、自分の話すこと

を明確に把握している。 

b: 各分野の文法内容が入った英文を伝えるためどうすればいいのか

工夫を考えている。 

c: 各分野の文法内容が入った英文の意味を伝えるためどうすればい

いのか工夫しようとしている。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文を区別して書くことができる。 

b: 各分野の文法内容が入った英文の知識を組み合わせて、パラグラ

フ形式で書いている。 

c: 各分野の文法内容が入った英文を組み合わせて書こうとしてい

る。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

 

 

 

聞くこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文の形式と意味を理解している。 

b: 各分野の文法内容が入った英文の意味について、ポイントを考え

ながら聞き取っている。 

リスニング課題 

など 
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第５章 

動名詞 

～ 

第８章 

比較 

 

共通テスト

リスニング

２回 

リーディン

グ２回 

 

Transfer 

UNIT4 

～UNIt6 

c: 各分野の文法内容が入った英文について、ポイントを考えながら

聞き取ろうとしている。 

読むこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文の意味を読み取れている。 

b: 各分野の文法内容が入った英文の意味を比較しながら、文章を理

解している。 

c: 各分野の文法内容が入った英文の意味を比較しながら、文章を理

解しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 各分野の文法内容が入った英文を使って、自分のプレゼンテーシ

ョンを組み立てている。 

b: 各分野の文法内容が入った英文を使って、自分のプレゼンテーシ

ョンに工夫を凝らしている。 

c: 各分野の文法内容が入った英文の意味を使って、自分のプレゼン

テーションに工夫を凝らそうとしている。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文を活用して文を完成させられる。 

b: 各分野の文法内容が入った英文を使って、簡単な英語でまとまり

のある文章をパラグラフ形式で書いている。 

c: 各分野の文法内容が入った英文を使って、簡単な英語でまとまり

のある文章をパラグラフ形式で書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

２学期 

第９章 

疑問 

～ 

第１２章 

関係詞 

 

共通テスト

リスニング

２回 

リーディン

グ２回 

 

Transfer 

UNIT7 

～UNIt9 

聞くこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文を理解している。 

b: 各分野の文法内容が入った英文の内容を予想して聞いている。 

c: 各分野の文法内容が入った英文の内容を予想して聞こうとしてい

る。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文の意味を読み取れている。 

b: 各分野の文法内容が入った英文に関連している部分を考えながら

文章を理解している。 

c: 各分野の文法内容が入った英文に関連している部分を考えながら

文章を理解しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 各分野の文法内容が入った英文の形式と意味を理解している。 

b: 各分野の文法内容が入った英文をお互いに伝え合っている。 

c: 各分野の文法内容が入った英文を内容を配慮して伝え合おうとし

ている。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文を活用して文を完成させられる。 

b: 各分野の文法内容が入った英文を活用して自分の言葉で感謝を伝

える方法を考え、工夫して書いている。 

c: 各分野の文法内容が入った英文を活用して自分の言葉で感謝を伝

える方法を考え、工夫して書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

 

 
聞くこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文の内容を理解している。 

b: 各分野の文法内容が入った英文を聞いて理解している。 

リスニング課題 

など 



※令和４年度以降入学生用 

 

第１３章 

接続詞 

～ 

第１６章 

名詞・冠詞の

語法 

 

共通テスト

リスニング

３回 

リ ー デ ィ ン

グ２回 

 

Transfer 

UNIT10 

～UNIt12 

c: 各分野の文法内容が入った英文について、内容を比較しながら聞

いて理解しようとしている。 

読むこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文を理解している。 

b: 各分野の文法内容が入った英文を内容を整理しながら読み取って

いる。 

c: 各分野の文法内容が入った英文を整理しながら読み取ろうとして

いる。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 各分野の文法内容が入った英文を理解して、話すことにつなげて

いく。 

b: 各分野の文法内容が入った英文形式で簡単に説明したり質問を受

けたりしながらやりとりしている。 

c: 各分野の文法内容が入った英文で簡単に説明したり質問を受けた

りしながらやりとりしようとしている。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文を理解しながら、体系的に文章を

書いている。 

b: 各分野の文法内容が入った英文を理解し、考えながら、文章を書

いている。 

c: 各分野の文法内容が入った英文を理解し、自分が使える表現を駆

使して、文法的なミスを極力減らすように気をつけながら、文章

を書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

3 学期 

第１７章 

形 容 詞 の 語

法～ 

第２０章 

意 外 な 意 味

を持つ単語 

 

Transfer 

UNIT13 

～UNIt15 

聞くこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文の内容を理解している。 

b: 各分野の文法内容が入った英文の内容を整理しながら、理解して

いる。 

c: 各分野の文法内容が入った英文を聞いて、内容を整理しながら、

理解しようとしている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文の内容を理解している。 

b: 各分野の文法内容が入った英文を考えながら文章を読んでいる。 

c: 各分野の文法内容が入った英文を考えながら文章を読もうとして

いる。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 各分野の文法内容が入った英文について説明するために必要な語

彙がわかる。 

b: 各分野の文法内容が入った英文を使用して話すことができる。 

c: 各分野の文法内容が入った英文を使用して話そうとしている。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a: 各分野の文法内容が入った英文を使いながら文を完成させてい

る。 

b: 各分野の文法内容が入った英文を書いている。その際、比較して

いる情報の読みやすさやスムーズな文章の展開を考えている。 

c: 各分野の文法内容を使って、まとまりのある文章を書こうとして

いる。その際、比較している情報の読みやすさやスムーズな文章

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 



※令和４年度以降入学生用 

の展開を考えている。 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

    副読本は適宜活用する。 
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学校番号 ２０３ 

 

令和 8年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語長文読解演習 ２ ３ SKYWARD OCEAN Course 3rd Edition 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・科目選択の説明資料にある通り、大学入試レベルのまとまった長さの英文を速読し、内容理解とそれに伴

う問題演習を中心とした授業となり、語句や文法の学習はもとより、より高度な読解力要請を目指す。授業

中は、わからないことや難しいことがあってもトレーニングと思って集中して取り組み、授業後には自分で

時間をかけて精読をする習慣が推奨される。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第３学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・外国の文化・風習な

どについての説明文な

どを聞いて、概要を理

解することができる。 

・日常的なあいさつが

でき、身の回りで起こ

ったことや経験したこ

となどについてやり取

りをすることができ

る。 

・ゆっくりはっきりと

話されれば、外国の文

化・風習などなじみの

ないことでもその概要

を理解することができ

る。 

・長文読解について

は、特に速読力の養成

に力を入れる。 

・複雑な文章も時間を

かけて、精読し、全体

の要点や詳細を理解す

ることができる。 

・300語程度の英文を、

複雑なところは時間を

かけて読み、全体の要

旨を理解し、大事な点

をもれなく理解するこ

とができる。 

・読んだ内容につい

て、自分の意見を述べ

ることができる。 

・身近なトピック（趣

味や将来の夢や希望な

ど）について幅広く意

見や情報の交換をする

ことができる。 

・自分のこれまでの経

験、将来の夢や希望な

どについて、前もって

準備し、メモを見なが

ら理由と具体例を添え

て短く説明することが

できる。 

 

・自分の意見や考え

を、まとまりのあるひ

とつの段落で書くこと

ができる。 

・身近な話題に関して

説明をし、自分の意見

を、つなぎの語やフレ

ーズを活用して、まと

まりのある段落をひと

つ書くことができる。 

・慣れ親しんだ語や表

現を用いて、物事の手

順を筋道立てて書くこ

とができる。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

[知識] 

外国語の語彙、表現、言語の働きなどにつ

いて理解を深め、扱ったトピックについ

ての専門的・文化的な知識を拡大させて

いる。 

[技能] 

目的や状況に応じたコミュニケーション

の中で、情報量を調整したり、言語の形式

を相手の理解度に合わせて調整したりす

る技能を身に着けている。 

コミュニケーションを行う目的や場面

に応じて、自分の価値観と相手や文章か

ら得られる新たな情報の類似点や相違

点などについて思考し、必要な情報を判

断し、相手の言語的理解度や社会的・文

化的な立場に配慮して自分の考えを伝

えている。 

言語の正確さに固執せず、状況
や相手によって変化する適切な
態度と言語の流暢さに重点を置
いて、主体的・自立的に外国語
を用いてコミュニケーションを
図ろうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

1 学期 

 

Unit1 

旅行 

 

Unit 2 

気候変動 

 

Unit 3 

資料の読み

取り 

聞くこと 

a: 英文の読み上げを聞き、概要や要点をとらえ、整理できる。 

b: 英文の読み上げを聞き、旅行に関する文を聞いて、内容を整理し

ている。 

c: 英文の読み上げを聞き、旅行に関する文を聞いて、内容を整理し

ようとしている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a: 議論型の英文の読み方を理解して読み取れている。 

b: ディベート準備を想定しながら、社会的な話題の記事を読み説い

ている。 

c: ディベート準備を想定しながら、社会的な話題の記事を読み説ろ

うとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 気候変動の原因や悪い点を把握している。 

b: 気候変動の原因や悪い点を把握してやりとりしている。 

c: 気候変動の原因や悪い点を把握してやりとりしている。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a: 資料を読み取り、概要や要点をとらえ、情報と事実と意見を明確

に分けた書き方をわかっている。 

b: 資料を読み取り、概要や要点をとらえ、情報と事実と意見を明確

に分けて書いている。 

c: 資料を読み取り、概要や要点をとらえ、情報と事実と意見を明確

に分けて書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Unit 4 

人口問題 

 

Unit 5 

人体 

 

Unit 6 

宇宙 

聞くこと 

a: 人口問題ついて読み上げられる英文を聞き、内容を理解できる。 

b: 人口問題について読み上げられる英文を聞き、論理的に整理して

いる。 

c: 人口問題について読み上げられる英文を聞き、論理的に整理しよ

うとしている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a: 人体について書かれた文章を読み、内容を読み解く。 

b: 人体について書かれた文章を読み、それに関する事実を把握して

いる。 

c: 人体ついて書かれた文章を読み、それに関する事実を把握しよう

としている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 宇宙について、それぞれの班に別れ、アピールポイントなどの意

見交換をする。 

b: 宇宙について、それぞれの班に別れ、アピールポイントなどの意

見交換をする際、比較・対象を意識して論理を展開させる。 

c: 宇宙について、それぞれの班に別れ、アピールポイントなどの意

見交換をする際、比較・対象を意識して論理を展開させようとし

ている。 

授業内意見交換 

など 
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書くこと 

a: 宇宙ついて、それぞれの班に別れ、アピールポイントなどの意見

交換をした内容をライティングフォーマットに落とし込む。 

b: 宇宙について、それぞれの班に別れ、アピールポイントなどの意

見交換をした内容を、繋ぎの言葉を意識し、口語ではなく書き言

葉でライティングしている。 

c: 宇宙について、それぞれの派閥に別れ、アピールポイントなどの

意見交換をした内容を、繋ぎの言葉を意識し、口語ではなく書き

言葉でライティングしようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

２学期 

Unit 7 

言語 

 

Unit 8 

AI 

 

Unit 9 

生物学 

聞くこと 

a: 言語について説明される英文の音声を聞き、その内容を理解する。 

b: 言語について説明される英文の音声を聞き、自分の経験と照らし

合わせて比較しながら聞く。 

c: 言語について説明される英文の音声を聞き、自分の経験と照らし

合わせて比較しながら聞こうとしている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a: ＡＩに関する説明文を読み解く。 

b: ＡＩに関する説明文を読みながら、情報を抽出して段落ごとの主

旨を把握し論理展開を掴む。 

c: ＡＩに関する説明文を読みながら、情報を抽出して段落ごとの主

旨を把握し論理展開を掴もうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a： ＡＩについて、調べた内容を英語で話すためのメモを作る。 

b: ＡＩについて簡単に説明し、質疑に答える。 

c: ＡＩについて簡単に説明し、質疑に答えようとしている。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a：生物学について、自分が調べた内容を元に書く。 

b: 生物学について、話し言葉と書き言葉に注意して書く。 

c: 生物学について、話し言葉と書き言葉に注意して書こうとしてい

る。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

 

 

 

Unit 10 

歴史 

 

Unit 11 

健康 

 

Unit 12 

工業 

聞くこと 

a: 歴史について説明される英文の音声を聞き、その内容を理解して

いる。 

b: 歴史について説明される英文の音声を聞き、論理展開を追いなが

ら聞いている。 

c: 歴史について説明される英文の音声を聞き、論理展開を追いなが

ら聞こうとしている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a: 健康に関する説明文を読み解く。 

b: 健康に関する説明文を読みながら、情報を時系列に沿って整理

し、把握している。 

c: 健康に関する説明文を読みながら、情報を時系列に沿って整理し、

把握しようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 
a： 様々な工業について重要な点をまとめて整理している。 

授業内意見交換 

など 
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b: 様々な工業について、どうすれば内容が伝わるかを考えてやりと

りしている。 

c: 様々な工業について、どうすれば内容が伝わるかを考えてやりと

りしようとしている。 

書くこと 

a： 付帯状況を表す〈with+名詞+分詞〉を理解し、ライティングに

取り入れている。 

b: 健康について、身近な具体例を交えながら、付帯状況を表す〈with+

名詞+分詞〉を効果的に使って英文を書いている。 

c: 健康について、身近な具体例を交えながら、付帯状況を表す〈with+

名詞+分詞〉を効果的に使って英文を書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

3 学期 

Unit 13 

コミュニケ

ーション 

 

Nit 14 

脱炭素社会 

 

Unit 15 

日常生活 

聞くこと 

a: コミュニケーションについて説明される英文の音声を聞き、その

内容を理解している。 

b: コミュニケーションについて説明される英文の音声を聞き、内容

を整理しながら聞いている。 

c: コミュニケーションについて説明される英文の音声を聞き、内容

を整理しながら聞こうとしている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a：脱炭素社会について書かれた英文の内容を読み取っている。 

b: 脱炭素社会について整理しながら内容を読み取っている。 

c: 脱炭素社会について整理しながら内容を読み取ろうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a： 日常生活について、重要な点を整理している。 

b: 日常生活に関する文を読み、互いに情報交換をして内容を伝え合

っている。 

c: 日常生活に関する文を読み、互いに情報交換をして内容を伝え合

おうとしている。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a： 動名詞の意味上の主語を正しく使って、ライティングに取り入

れている。 

b: 日常生活について、自分が体験した内容について説得力がある文

章を書いている。 

c: 日常生活について、自分が体験した内容について説得力がある文

章を書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 
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学校番号 ２０３ 

 

令和 8年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 パワーアップイングリッシュ ２ ３ 

・SKYWARD SKY Course  

・共通テスト英語模擬演習 80min 

2026 80分×8回  

・共通テストリスニング実践

30min 2026 30分×8回 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

パワーアップイングリッシュでは、難解な長文読解を行います。また、共通テスト対策のリーディングとリ

スニングの演習も行います。文法項目や語彙学習、英作文など、いろいろな方面からより深く英語学習を行

い、内容として高度なものになりますので、授業を真摯に受けるだけではなく、家庭学習でもしっかり予習・

復習し、高い英語力を身につけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第３学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・外国の文化・風習な

どについての説明文な

どを聞いて、概要を理

解することができる。 

・日常的なあいさつが

でき、身の回りで起こ

ったことや経験したこ

となどについてやり取

りをすることができ

る。 

・ゆっくりはっきりと

話されれば、外国の文

化・風習などなじみの

ないことでもその概要

を理解することができ

る。 

・長文読解について

は、特に速読力の養成

に力を入れる。 

・複雑な文章も時間を

かけて、精読し、全体

の要点や詳細を理解す

ることができる。 

・300語程度の英文を、

複雑なところは時間を

かけて読み、全体の要

旨を理解し、大事な点

をもれなく理解するこ

とができる。 

・読んだ内容につい

て、自分の意見を述べ

ることができる。 

・身近なトピック（趣

味や将来の夢や希望な

ど）について幅広く意

見や情報の交換をする

ことができる。 

・自分のこれまでの経

験、将来の夢や希望な

どについて、前もって

準備し、メモを見なが

ら理由と具体例を添え

て短く説明することが

できる。 

 

・自分の意見や考え

を、まとまりのあるひ

とつの段落で書くこと

ができる。 

・身近な話題に関して

説明をし、自分の意見

を、つなぎの語やフレ

ーズを活用して、まと

まりのある段落をひと

つ書くことができる。 

・慣れ親しんだ語や表

現を用いて、物事の手

順を筋道立てて書くこ

とができる。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

[知識] 

外国語の語彙、表現、言語の働きなどにつ

いて理解を深め、扱ったトピックについ

ての専門的・文化的な知識を拡大させて

いる。 

[技能] 

目的や状況に応じたコミュニケーション

の中で、情報量を調整したり、言語の形式

を相手の理解度に合わせて調整したりす

る技能を身に着けている。 

コミュニケーションを行う目的や場面

に応じて、自分の価値観と相手や文章か

ら得られる新たな情報の類似点や相違

点などについて思考し、必要な情報を判

断し、相手の言語的理解度や社会的・文

化的な立場に配慮して自分の考えを伝

えている。 

言語の正確さに固執せず、状況
や相手によって変化する適切な
態度と言語の流暢さに重点を置
いて、主体的・自立的に外国語
を用いてコミュニケーションを
図ろうとしている。 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

1 学期 

 

Unit1 

日本文化 

Unit 2 

言語 

Unit 3 

教育 

 

共通テスト

リーディン

グ１回 

リスニング 

１回 

聞くこと 

a: 英文の読み上げを聞き、概要や要点をとらえ、整理できる。 

b: 日本文化に関する文を聞いて、内容を整理している。 

c: 日本文化に関する文を聞いて、内容を整理しようとしている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a: 日本文化に関する英文を理解して読み取れている。 

b: ディベート準備を想定しながら、日本文化に関する文を読み説い

ている。 

c: ディベート準備を想定しながら、日本文化に関する文を読み説ろ

うとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 資料を読み取り、内容や要点を把握している。 

b: 資料を読み取り、内容や要点把握してやりとりしている。 

c: 資料を読み取り、内容や要点を把握してやりとりしようとしてい

る。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a: 教育についての文を読み取り、概要や要点をとらえ、情報と事実

と意見を明確に分けた書き方をわかっている。 

b: 教育についての文を読み取り、概要や要点をとらえ、情報と事実

と意見を明確に分けて書いている。 

c: 教育についての文を読み取り、概要や要点をとらえ、情報と事実

と意見を明確に分けて書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Unit 4 

睡眠 

Unit 5 

異文化理解 

Unit 6 

心理学 

 

共通テスト

リーディン

グ１回 

リスニング 

２回 

聞くこと 

a: 心理学について読み上げられる英文を聞き、内容を理解できる。 

b: 心理学について読み上げられる英文を聞き、論理的に整理してい

る。 

c: 心理学について読み上げられる英文を聞き、論理的に整理しよう

としている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a: 心理学について書かれた文章を読み、内容を読み解く。 

b: 心理学について書かれた文章を読み、それに関する事実を把握し

ている。 

c: 心理学について書かれた文章を読み、それに関する事実を把握し

ようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a: 異文化理解について、それぞれの班に別れ、アピールポイントな

どの意見交換をする。 

b: 異文化理解について、それぞれの班に別れ、アピールポイントな

どの意見交換をする際、比較・対象を意識して論理を展開させる。 

授業内意見交換 

など 
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c: 異文化理解について、それぞれの班に別れ、アピールポイントな

どの意見交換をする際、比較・対象を意識して論理を展開させよ

うとしている。 

書くこと 

a: 睡眠について、それぞれの班に別れ、アピールポイントなどの意

見交換をした内容をライティングフォーマットに落とし込む。 

b: 睡眠について、それぞれの班に別れ、アピールポイントなどの意

見交換をした内容を、繋ぎの言葉を意識し、口語ではなく書き言

葉でライティングしている。 

c: 睡眠について、それぞれの派閥に別れ、アピールポイントなどの

意見交換をした内容を、繋ぎの言葉を意識し、口語ではなく書き

言葉でライティングしようとしている。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

２学期 

Unit 7 

科学技術 

Unit 8 

生物 

Unit 9 

脳科学 

 

共通テスト

リーディン

グ２回 

リスニング 

２回 

聞くこと 

a: 科学技術について説明される英文の音声を聞き、その内容を理解

する。 

b: 科学技術について説明される英文の音声を聞き、自分の知識と照

らし合わせて比較しながら聞く。 

c: 科学技術について説明される英文の音声を聞き、自分の知識と照

らし合わせて比較しながら聞こうとしている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a: 脳科学に関する説明文を読み解く。 

b: 脳科学に関する説明文を読みながら、情報を抽出して段落ごとの

主旨を把握し論理展開を掴む。 

c: 脳科学に関する説明文を読みながら、情報を抽出して段落ごとの

主旨を把握し論理展開を掴もうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a：生物について、調べた内容を英語で話すためのメモを作る。 

b: 生物について簡単に説明し、質疑に答える。 

c: 生物について簡単に説明し、質疑に答えようとしている。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a：生物について、自分が調べた内容を元に書く。 

b: 生物について、話し言葉と書き言葉に注意して書く。 

c: 生物について、話し言葉と書き言葉に注意して書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Unit 10 

人物評伝 

Unit 11 

コミュニケ

ーション 

Unit 12 

人権問題 

 

共通テスト

聞くこと 

a: 人物評伝について説明される英文の音声を聞き、その内容を理解

している。 

b: 人物評伝について説明される英文の音声を聞き、論理展開を追い

ながら聞いている。 

c: 人物評伝について説明される英文の音声を聞き、論理展開を追い

ながら聞こうとしている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a: コミュニケーションに関する説明文を読み解く。 

b: コミュニケーション関する説明文を読みながら、情報を時系列に

沿って整理し、把握している。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 
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リーディン

グ２回 

リスニング 

２回 

c: コミュニケーションに関する説明文を読みながら、情報を時系列

に沿って整理し、把握しようとしている。 

話すこと 

（やりとり） 

a： コミュニケーションについて重要な点をまとめて整理している。 

b: コミュニケーションについて、どうすれば内容が伝わるかを考え

てやりとりしている。 

c: コミュニケーションについて、どうすれば内容が伝わるかを考え

てやりとりしようとしている。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a：付帯状況を表す〈with+名詞+分詞〉を理解し、ライティングに取

り入れている。 

b: 人権問題について、身近な具体例を交えながら、付帯状況を表す

〈with+名詞+分詞〉を効果的に使って英文を書いている。 

c: 人権問題について、身近な具体例を交えながら、付帯状況を表す

〈with+名詞+分詞〉を効果的に使って英文を書こうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

3 学期 

Unit 13 

社会学 

Nit 14 

エネルギー 

Unit 15 

生活環境 

 

共通テスト

リーディン

グ１回 

リスニング 

１回 

聞くこと 

a: 社会学について説明される英文の音声を聞き、その内容を理解し

ている。 

b: 社会学ついて説明される英文の音声を聞き、内容を整理しながら

聞いている。 

c: 社会学について説明される英文の音声を聞き、内容を整理しなが

ら聞こうとしている。 

リスニング課題 

など 

読むこと 

a：生活環境について書かれた英文の内容を読み取っている。 

b: 生活環境について整理しながら内容を読み取っている。 

c: 生活環境について整理しながら内容を読み取ろうとしている。 

小テスト 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やりとり） 

a：エネルギーについて、重要な点を整理している。 

b: エネルギーについて読み、互いに情報交換をして内容を伝え合っ

ている。 

c:エネルギーについて読み、互いに情報交換をして内容を伝え合おう

としている。 

授業内意見交換 

など 

書くこと 

a：動名詞の意味上の主語を正しく使って、ライティングに取り入れ

ている。 

b: エッセイを、自分が体験した内容を元に文章を書いている。 

c: エッセイを、自分が体験した内容にを元に文章を書こうとしてい

る。 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

 


